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2023年は関東大震災100年の年2023年は関東大震災100年の年



     

 

無線通信事業を牽引し、災害大国 日本の社会を支える 『技術』 と 『信頼』
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アナログ無線

1953年～

1953年、埼玉県旧浦和市様に
防災行政無線（広報無線）第1号を納入

※2020年度末の自治体の防災行政無線の整備率は約
90%、そのうちデジタル整備率は約61%（総務省ホーム
ページより）

デジタル無線

2003年頃～

IT化・スマート化

近 年

同報無線・移動無線の
デジタル化を積極推進で牽引

様々なメディアやシステムと連携し、
災害情報を集約、リアルタイムに情報配信

※2011年東日本大震災時の自治体の 防災行政無線
の整備率は約80%と言われており、そのうちデジタル整備
率は約22%程度と推察（他社含む）

防災・減災の現場経験を活かしながら、
自治体様と共に防災ソリューションとして進化させてきた

エリアメール、SNSなど

現場に強いプロダクトとノウハウによるソリューションの進化
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サービススタッフ 約1,600名
コールセンターコールセンター

リペアリペア

運用・統括運用・統括

フィールドフィールド

メンテナンス 災害対応

運用サポート

国内63拠点

●サービス拠点
●コールセンター・ヘルプデスク
●リペア・ロジスティクス拠点

豊富な経験を持つスタッフが日本全国の拠点に待機し、
万一の際に運用を止めないサービスを提供

お客様の運用を支える、最適・迅速・顧客視点でのワンストップサービス
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⾧期間の電力供給の途絶に対応するため、全国各地の被害のなかった
自治体様のご協力のもと、出荷準備または出荷済みの防災無線屋外
子局用バッテリーを緊急収集。

一般車両全面通行止の中、さいたま市・新潟市を補給拠点に、
社員自ら現地へ緊急搬送。

倒壊してしまった建物を利用

仮設柱を新設利用

地域社会の一員として連携を図り、発災後の復旧・復興に対応
東日本大震災の際はパナソニック全社体制で自治体様の運用継続を支援

岩手県釜石市様の事例岩手県釜石市様の事例

既設子局柱（浸
水被害）を利用
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2021年7月
熱海土砂災害

2018年7月
7月豪雨災害
（西日本豪雨）

2011年3月
東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

2019年末～
新型コロナウイルス
感染症の拡大

自然災害の頻発、局地化、激甚化

災害対策の現場課題に適した基盤整備

情報収集、発令判断、指示などの膨大な災害対応

少ない職員での迅速な初動対応

感染症リスクを抱えた災害対応

避難所運営などの感染症対策

激増する「異常気象」、「経験のない災害」が多発、対策現場の「人手不足」



データに基づく
意思決定

オペレーション
省力化

防災システム
安定稼働

災害対策現場のDXにより、持続的で安心・安全なまちづくりに貢献災害対策現場のDXにより、持続的で安心・安全なまちづくりに貢献
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あつめる
映像・観測データ・被害情報など、
災害に関する情報を多角的にあつめる

災害情報をわかりやすく可視化し、
迅速な判断・指示を行えるようにまとめる

屋内、屋外、町のあらゆるところへ
様々な手段で情報をとどける

つなげる

とどけるまとめる

防災対策に必要とされる要素に対し、
一気通貫したお役立ちができる

地震速報 被害情報 河川カメラ

気象情報 Jアラート ハザードマップ

通報情報 被害写真

住宅地図

防災行政無線放送設備 スマートフォン

避難誘導灯 非常放送設備避難発令

テレビ・CATV 告知端末

災害対策現場の重要な局面において一貫してお役立ち

デジタルサイネージ

収集 集約 伝達・共有
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避難所 本部

あつめる まとめる

免許証

マイナンバーカード 顔認証
カード
ーダー

避難所
端末

防災情報
システム

本人情報読み取り
&

顔認証

避難者

身分証を持っていない 避難者リスト

記帳 避難者情報を入力

避難者情報を集計

とどける

サーバー

避難所情報
各避難所情報を集約

避難指示を住民に発信

状況や指示を避難所に共有

「受付、集計、本部報告に人手と時間がかかる」を解消するために
「あつめる」「まとめる」を自動化し「とどける」をサポート
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スピーディーな顔認証受付で

避難者を待たせない
集計・報告の手間いらず

住民へのタイムリーな

情報発信を支援

マイナンバーカードか免許証を置き、顔認証す

るだけで、迷わず簡単に受付。

少ない人手で多くの避難者を待たせず誘導す

ることができます。

受付で読み取った本人情報から自動で台

帳を作成。本部とのデータ連携で集計と報

告の手間をなくします。

避難所端末から集まるデータで迅速な状況

把握を可能に。的確な指揮判断、素早い

情報発信を支援します。

スマートな避難者受入れで避難所運営を支援
受付に数分かかるところ数十秒で簡易受付し、職員の負担を軽減
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Web
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Web
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情報を伝え とどける

“最後の砦”

自営無線ネットワーク

省人化・遠隔化運用へ
職員減、経験不足、多機能・高度化

適時・適所・適切な伝達へ
超高齢化・災害弱者、局所災害、激甚化

人々の暮らし、地域社会、いのちを守るために、

データ・AI活用の防災DX普及へ
危険・被害予測、画像・データ解析、プラットフォーム等の技術革新

NOC（ネットワークオペレーションセンター）
サービス

避難所ソリューション

タブレット情報表示装置

防災情報ハイエンドソリューション

デジタル同報

AI流入予測



     

パナソニック コネクトは
安心・安全でレジリエントな社会、より良い未来を創っていきます




